
令和元年度 山口大学教育学部附属光中学校 学校評価書 （校長 荒瀬浩一） 

１ 学校教育目標 

学校教育目標：知性と共生のひびき合い・関わり合い 

○ 学力の充実：小中一貫カリキュラムの磨き上げ      ○ 個が育つ：健康と自己形成       ○ 集団が育つ：公共の精神の涵養 

○ 業務改善：組織と業務のスマート化             ○ 環境整備：小中一貫教育の実質化  ○ 学校運営協議会と共に：活動と成果の発信 
 

２ 現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて） 

⑴ 学力の向上 

 生徒の学力は，概ね良好な状況にあり，「主体的・対話的で深い学び」の具現化が順調に

進んでいる。新学習指導要領の完全実施に向けて，教科・領域全体に渡った底上げとバラン

スのよい学力の向上について，一層の取組の改善が必要である。 

⑵ 心の教育の推進 

   生徒自身の自己肯定感は年々高くなりつつある状況である。しかしながら保護者や教職員

からの評価との間に差が見られる項目もあるので，既得の価値観を深まりや広がり，新たな

価値観の獲得など，今後も道徳教育を中心とした取組の充実に邁進していきたい。 

⑶ 健康・安全と体力の向上 

   通学が広範囲に渡る本校の実情に即して、健康、安全について具体的な提案が必要であ

る。また，SNS・インターネットの利用等についても，家庭と連携した取組が必要である。また，

体調不良を訴える生徒が依然多く，改善策が必要である。 

⑷ 学部・保護者・地域との連携の強化 

   学部との連携については，学校のニーズと学部のリソースとのマッチングに改善の余地が

見られた。附属学校の取組について，年間を通した学部への定期的な情報提供や日常的な

連携について改善が必要である。 

地域連携については，学校運営協議会の立ち上げが終わり，コミュニティ・スクールとして

の歩みが始まった。学校運営・地域連携・地域貢献について，生徒の参画を含めた具体的な

取組の蓄積が必要である。 

⑸ 業務改善の推進 

   昨年度は，時間短縮の面では一定の成果が見られた。本年度は限られた時間の中で可能

な限りの業務の質の維持・向上が図れるよう，一つ一つの業務の意味や必要性について見

直しを進め，新しい働き方モデルの構築を目指していく必要がある。 

 

３ 本年度重点を置いてめざす成果・特色，取り組むべき課題 

○ 授業力，学校教育力の向上を図り、地域にとって必要となる学校づくりを目指す。    （学力）（心の教育）（健康･安全と体力）（学部･保護者・地域連携）（業務改善） 

○ 小中一貫教育の進化発展を通して、「本校でしかできない学びの体験」を創造する。  （学力）（心の教育）（健康･安全と体力）（学部･保護者・地域連携） 

○ 業務改善を通して、教職員一人ひとりのライフ・ワーク・バランスを向上させる。     （学部･保護者・地域連携）（業務改善） 
 

４ 自己評価  ５ 学校関係者評価 
評価 

領域 重 点 目 標 課題解決に向けての取組（具体的方策） 評 価 基 準 達成度 達成状況の診断・分析  取組状況に関する意見・要望等 評価 

学
力
の
向
上 

思考力・判断力・表現
力を確かなものにす
る学びの推進 

○ 主体的・対話的で深い学びについて
の実践と情報発信 

○ 生徒に育む資質・能力に特化したカ
リキュラム開発 

○ 生徒の特性に応じた指導改善 

生徒・保護者アンケート（授業関
連）の肯定的な回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

生徒、保護者アンケートの結果は、肯
定的な意見が８７．６％であった。特に
「わかる授業」についての保護者の肯
定的意見が７２．５％と低い数字とな
った。 

   

各学年の課題に応じ
て，保護者と連携して
取り組む学力向上策
の開発 

○ 各学年の課題に応じた家庭学習方
法の実践と検証 

○ 生徒に育む資質・能力に応じた家庭
学習方法の実践と検証 

保護者アンケート（家庭学習・学
力）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

生徒、保護者の肯定的意見は７１．
３％と低い。特に保護者についてその
傾向は顕著であり、記述の中にも家
庭学習の充実を臨む意見が多く見ら
れた。 

   

心
の
教
育
の
推
進 

道徳科を要としたより
よく判断し，実践しよ
うとする心情の育成 

○ 道徳科の授業づくりを通した，生徒
の変容の見取りと評価 

生徒・保護者・教職員アンケート
（道徳科）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

３ 

全体の肯定的回答は、８７．５％であ
ったが、教職員が９５％に近い回答で
あったのに対し、生徒・保護者は８
３％と低かった。 

   

集団意識を基盤とし，
自治と誇りを基軸とし
たマナーアップ 

○ 登下校中や公共の場での態度の価
値付けを通した，望ましい集団づくり 

○ 生徒の自治的な工夫・改善を通した
主体的な生徒会活動の推進 

生徒・保護者・教職員アンケート
（規範）の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

２ 

肯定的回答は、平均すると８３．５％
であるが、特に「挨拶」に関する項目
が低くなっている。日頃の生活から、
爽やかな挨拶を意識させたい。 

   

健
康
・
安
全
と
体
力
の
向
上 

自らの生活の課題を
意識し，工夫しようと
する意欲・態度の育
成 

○ 本校の実態に即した，生徒の自主
的活動による食育指導や保健指導を
通した，健康的な生活習慣や態度の
育成 

生徒・保護者アンケート（生活）
の肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

生徒・保護者の肯定的回答は７５．
３％で、両者に大きな隔たりはない。
健康の保持増進についての意識を高
める工夫が必要である。 

   

安全に楽しく運動を楽
しめる資質･能力の向
上 

○ 運動場面を捉えた具体的な安全指
導の充実 

○ 保健体育科の授業等を通しての、生
活での健康に対する意識の向上 

校内・校外での体調不良者の
数（前年度同期比） 
４（50％減），３（40％減）， 
２（30％減），１（20％減） 

１ 

体調不良者の数は、前年度同時期比
１０％増であり、改善は見られない。イ
ンフルエンザなどの流行に備え、今後
も啓発活動を行っていきたい 

   

学
部
・保
護
者
・地
域
と
の
連
携 

学校と学部との連携
を密にした教育研究
の推進 

○ 年間を通した定期的な情報提供及
び教育実践研究サイクルの構築 

教職員アンケート（学部連携）の
肯定的回答 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

教職員の回答は６８．４％と低い。学
部との連携については、今後も大きな
課題であるが、附属校としての強みで
もあり改善に努めたい 

   

学校と保護者，保護
者と保護者のネットワ
ークづくり 

○ 学校webページを活用した各種情報
発信の充実 

○ 非常変災等，学校の危機管理に関
する共通理解と訓練の充実 

○ PTA，おやじの会への参加を通した
保護者同士の絆づくり 

保護者アンケート（PTA 等） 
４（90％以上），３（85％以上），
２（80％以上），１（80％未満） 

１ 

保護者の回答は６４．４％と低い。特
に今期は、学校からの情報発信の頻
度、精度についてたくさんの御意見を
いただいた。来期に向けて改善を期し
たい。 

   

附属学校の特性を生
かした地域とともにあ
る学校づくり 

○ 学校運営協議会準備委員会の熟議
による，コミュニティ・スクールの推進 

○ 生徒の参画によるコミュニティ･スク
ール機能の強化 

４（生徒が参画した地域との取
組），３（生徒が参画した学校運
営協議会との活動），２（学校運
営協議会の提案による新たな
取組），１（学校運営協議会での
学校運営に関する熟議） 

１ 

現在は新たな取組みを模索している
最中であり、評価としては１となる。今
後活動を進化させていく中で、ステッ
プアップしていきたいと考える。 

   

業
務
改
善 

業務の見直しと効率
化を通した働き方の
改善 

○ 教職員個々の超過勤務時間減への
意識付け 

○ 小中の同僚性の向上，組織内ネット
ワークの強化による業務の効率化 

月あたりにおける職員の平均超
過時間（昨年同時期比） 
４（10 時間減），３（5 時間減）， 
２（ 2 時間減），１（0 時間減） 

４ 

昨年度上半期と比較すると、一人当
たりの月平均超過勤務時間は 58.76
時間から 48.43 時間となり、現状で 10
時間減を達成している。 

   

 

６ 学校評価の総括（取組の成果・次年度への改善策） 

 
 
 

 



45.60669456

70.53941909

52.91666667

44.68085106

52.34042553

49.56521739

46.86192469

48.11715481

48.33333333

63.90041494

57.0212766

50.84745763

37.71186441

41.02564103

43.80530973

46.18644068

44.7826087

45.27027027

44.35146444

24.4813278

36.25

34.46808511

28.08510638

26.08695652

36.82008368

41.42259414

38.75

29.04564315

31.91489362

36.01694915

44.49152542

36.32478632

30.53097345

36.01694915

35.2173913

20.27027027

9.205020921

4.149377593

9.166666667

15.74468085

13.61702128

15.2173913

15.06276151

8.368200837

11.25

6.22406639

9.787234043

10.16949153

14.40677966

17.52136752

16.37168142

13.98305085

12.17391304

14.86486486

0.836820084

0.829875519

1.666666667

5.106382979

5.957446809

9.130434783

1.255230126

2.092050209

1.666666667

0.829875519

1.276595745

2.966101695

3.389830508

5.128205128

9.292035398

3.813559322

7.826086957

19.59459459

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業では目当ての達成を意識し、向上心を持って取り組んでいる

友達と一緒に考えたり話し合ったりできる

授業内容がよく分かる

家庭で進んで宿題に取り組んでいる

家庭で宿題以外の学習に進んで取り組んでいる

進んで読書をしている

進んで気持ちのよい挨拶ができる

時と場に応じた正しい言葉遣いができる

清掃活動は無言で積極的に行っている

登下校中の決まり・マナーが守れている

誰とでも協力できる

道徳の授業は自分の生活にプラスになっている

基本的生活習慣が身についている

健康管理に気をつかっている

携帯電話やゲーム機などの約束事があり守っている

非常変災の際とるべき行動を理解している

地域へのボランティア、地域とのふれあい授業は楽しい

コミスクという言葉を知っている

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

生徒



44.18604651

48.18181818

27.44186047

32.72727273

33.33333333

31.83856502

38.66666667

33.92857143

38.39285714

43.89140271

32.21153846

21.875

25.7918552

21.97309417

30.18018018

22.89719626

14.41860465

22.52252252

46

44.18604651

42.27272727

45.11627907

40

30.18018018

24.66367713

35.11111111

51.33928571

50.44642857

42.53393665

48.55769231

47.76785714

47.51131222

41.25560538

42.34234234

47.6635514

37.20930233

40.54054054

34

8.372093023

8.181818182

20

15.45454545

21.17117117

26.4573991

21.77777778

12.94642857

9.821428571

13.12217195

15.38461538

22.32142857

22.1719457

23.31838565

18.91891892

22.89719626

35.34883721

27.02702703

16.5

3.255813953

1.363636364

7.441860465

11.81818182

15.31531532

17.04035874

4.444444444

1.785714286

1.339285714

0.452488688

3.846153846

8.035714286

4.524886878

13.4529148

8.558558559

6.542056075

13.02325581

9.90990991

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもは授業に積極的

子どもは友達と一緒に考えたり話し合ったりできる

子どもは授業がよくわかるといっている

子どもは家庭で進んで宿題に取り組んでいる

子どもは家庭で宿題以外の学習に進んで取り組んでいる

子どもは進んで読書をしている

子どもは進んで気持ちのよい挨拶ができる

子どもは時と場に応じた正しい言葉遣いができる

子どもは決まりやマナーが守れている

子どもは誰とでも協力できる

子どもは道徳科の授業を通して道徳性を高めていると感じる

子どもは規則正しい生活習慣が身についている

子どもは自身の健康の保持増進に努めている

子どもは携帯電話やゲーム機などの約束事があり守っている

学校の情報発信は十分である

非常変災発生時の学校の対応について具体的に理解できている

保護者同士の繋がりは十分である

ＰＴＡ活動に積極的に協力している

コミュニティ・スクールという言葉を知っている

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

保護者



52.63157895

68.42105263

15.78947368

26.31578947

31.57894737

57.89473684

5.263157895

5.263157895

42.10526316

0

15.78947368

47.36842105

0

0

21.05263158

21.05263158

5.263157895

31.57894737

15.78947368

0

10.52631579

15.78947368

5.263157895

21.05263158

15.78947368

42.10526316

21.05263158

73.68421053

15.78947368

10.52631579

36.84210526

47.36842105

89.47368421

52.63157895

89.47368421

78.94736842

47.36842105

78.94736842

36.84210526

52.63157895

63.15789474

52.63157895

26.31578947

52.63157895

57.89473684

57.89473684

73.68421053

63.15789474

47.36842105

68.42105263

5.263157895

10.52631579

10.52631579

52.63157895

47.36842105

5.263157895

36.84210526

5.263157895

5.263157895

10.52631579

5.263157895

5.263157895

21.05263158

63.15789474

26.31578947

15.78947368

36.84210526

42.10526316

31.57894737

31.57894737

31.57894737

10.52631579

21.05263158

31.57894737

15.78947368

0

0

0

5.263157895

10.52631579

0

10.52631579

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5.263157895

0

0

10.52631579

0

0

10.52631579

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

めあての提示・取組みの工夫

一人ひとりの発言の機会を保障

「わかった」「できた」という実感

家庭学習の指導を工夫

宿題以外の家庭学習の工夫

子どもは進んで読書をしている

子どもは進んで挨拶ができる

子どもは礼儀正しく生活している

子どもは無言清掃に積極的に取り組んでいる

子どもは決まりやマナーを守れている

子どもは誰とでも協力し合える

道徳科の授業を工夫

子ども：基本的生活習慣の定着

子ども：自己の健康の保持増進に努めている

家庭への情報発信は十分である

非常変災時の対応を理解している

保護者同士の繋がり

ＰＴＡ活動への積極的参加

コミュニティ・スクールについて説明できる

地域人材の活用

学部と連携した教育活動

教育活動、行事の計画、運営

各種会議等の効率化

校務分掌等の校内組織の整理

校務への情報機器やシステムの整備

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

教職員


